
ご挨拶 
 
杏林医学会の活動をその歩みとともにご紹介させていただきます。本医学会の開設は昭

和 45 年、本学医学部設立と同時になされました。昭和 54 年には保健学部が開設され、医
学部だけでなく保健学部の教員・研究者とそのOB・OG 有志も加わって、医学会総会・学
術集会、市民公開講座の開催、学術誌の刊行、優秀論文表彰などの活動を行って参りました。 
平成のインターネット時代を迎えてからはホームページを立ち上げ、ウェブ上で過去の

本医学会誌を含めて閲覧できるようになりました。インターネット・デジタル技術の進歩に
より冊子体の刊行を減らし経費を抑えることで、活動を拡げることも可能となりました。そ
の結果、市民向けの公開講座を年 2 回の開催とし、また若手会員の研究レベルの向上のた
めに、海外誌に掲載された会員の外国語論文の中から優秀な論文を選考して、毎年 10 名ほ
どに研究奨励賞を授与して参りました。 
平成 24 年からは学生ご父兄の会員制度を設けて、学会発表や学術論文執筆などで顕著な

業績を上げた学生に対して学生リサーチ賞を授与する活動も始めております。本医学会誌
に取り上げる内容も専門的な医学領域に限定せず、より多くの会員に興味を持っていただ
けるような特集や総説なども組むようにいたしました。平成 27 年には付属病院職員を対象
にした会員制度を設けて、幅広い医療関係者に参加していただける医学会といたしました。
令和 2 年度からは新型コロナウィルス禍のために本医学会も多くの制約を受けましたが、
令和 3 年度の学術集会では With コロナの体制を整えて活動を再開することができました。
新たな活動にも意欲的に取り組んでいて、令和 4 年度には会員向けの研究助成金制度の新
設を計画しております。 
現在、本医学会は約 2,200 名の会員の方々に支えていただいております。今後も先進的な

医学研究、医療現場のご紹介、そして教育的な情報提供、あるいは学生や若手研究者の研究
活動支援を通して、医学、保健学、医療の発展に貢献すべく努力して参りますので、ご理解・
ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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